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マ リ - ク レ ー ル ･ プ レMarie - ClaireBlais
は､ ケベ ッ ク州 Le Quibe c州都ケベ ッ ク
市Quibe c出身の 女性作家で ､ 現在 も活躍
して い る｡ ∵ 九三 九年生まれ だが ､ 一 九
五 九年 ､ 十九才の ときには小 説 『ラ ･ ベ
ル ･ ベ ッ トLa Belle Bete』 を出版 し､ 反響
を呼んだ｡ そ の後 も ､ 小説 ･ 詩 ･ 脚本な
ど多方面で活動し ､ 多くの 寅を国内外で
受賞し, ケベ ッ ク人作家として現在世界
的に知られ てい る 一 人で ある. 日本で も ､
一 九六 六 年 に メディ シス 賞を受賞 した
『エ マ ニ ュ エ ル の 人生の 一 挙節 Une s aiso n
da m sla vie d
'Em m an u el』 が 『ある受難の
終わ り』 とい う題で
一 九七 四年 に集英社
か ら出版されて い る｡ プレは ,
一 九六六
年こ こ の受賞の 際 ､ パリに行 っ て い るが ,
そ の ときに他の 文学賞 を受賞した フ ラ ン
ス 人女性作家 と懇意になり ､ そ れまで生
活 を共に して い たメアリ ･ メグス M ary
M eigs と三人で フ ランスで共 同生活 を始
める こ とになる｡ こ の 三人の 共同生活は
一 年半ほど続い た後 ､ 破局を 一 九七 二年
三月 (『メデュ ー サの 首』12 3 ペ- ジ参照)
に迎えるが ､ そ の の ち､ こ の三 人が それ
ぞれ この い きさつ を作品化 して い る ｡ メ
グス によ る と､ プレの作品は 『パリの
一
関係Un eliaiso nparisien n e』 であり ､ メグ
ス の は 『メデ ュ ー サの 首 T he M edu s a
Head』 である ｡ 策三 の 人物 につ い ては氏
名も作品名 も明らか にされて い な い ｡ メグス の
作品 によれば , こ の 人物は フ ラ ンス人女性で ,
小説家､ 一 九六 六年に高名な文学賞を受賞 した
が これ以外の 作品はあまり売れなか っ た との こ
とで ある ｡ 英語 を解せず , 子供も夫もあるが家
庭生活は不幸だっ たようで ある. アポリネ 1 t,
の L'a m o u r etl didainが好きだ っ たようである o
また ､ メグスは この 人物の い くつ か の作品を取
り上げで コ メン トしてお り (た とえば , ある音
楽教師 へ の恋愛を描い た小説 (『メデュ ー サの
首』 10 6 ぺ- ジ参照)､ これ らを調査 した結果､
ある女性作家(Irとn eMo nisi)が浮かび上 が っ た
が , それ を確認する こ とが不可能だ っ た (この
件は公の 秘密の ようだが ､ メグスもプレも この
プライ ベ ー トな件につ い て黙秘しつ づ けてい る
の は公に知られて おり ､ メグスは現在体調が万
全で はなく ､ こ の件に関して確認やシ ョ ッ キン
グな質問は しない ほうが 良い との助言 をい ただ
い た) ため, こ こで は断定しない ｡ しか し､ 本
論で扱うプレの 小説は ､ こ の第三 の女性小説家
の 受賞作 へ の プレらしい反応とも考えられる こ
とは 付言 しておきたい ｡
メアリ ･ メグスは､ プレと親子ほ どに年の離
れ た女性画家 ･ 自伝作家である ｡ 一 九 一 七年ア
メリカ合衆国の生まれで ､ 英語話者､ ア ングロ ･
サク ソ ン系プロ テ スタ ン トの 環境で 裕福に育
ち､ 金銭的に困窮 した こ とは あまりなく ､ プレ
と出会っ た頃にはすで に 一 定の地位を芸術家た
ちの 間で は占めて いた ｡ 当時の プ レは ､ 対照的
現代フ ラ ン ス及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)にお ける文化社会的変容
に ､ まだ若く , カ トッ リ ッ タが大勢を 占め る
ケ ベ ッ ク出身 の フ ラ ンス語話者で あり ､ 早
く に教育を切 り上げなくて は な らな い ほど
に家庭は.金銭的 に恵 まれず､ (メグス の もう
一 つ の自伝 によれば ､) ア メリカ合衆国で は
言語的 にも経済的に も劣位 にあ っ た よう で
ある ｡ 二 人は ､ ア メリカ合衆国とカナダを行
き来 しつ つ ､ 主 にケ ー プ ･ コ ツ ドとケ ベ ッ ク
州ガス ペ地方 に住ん で い たよ うで ある ｡ 第
三 の 人物が あらわれてか らは そ の 移動はフ
ランス に及び ､ ブル タ ー ニ ュ に住 む こ とに
なる ｡
プ レの 『/てリの 一 関係』 は ､ 一 九七 五年に
作家主体の 出版社レ ･ ケ - ンズ Les Quin z eか
ら出版 され ､ 出世作『エ マ ニ ュ エル の人生の
- 季節』 と似た題名でプ レの 意欲が 表れて
は い る もの の ､ 校正 な どが行 き届 い て い な
か っ た事もあり ､ 出版当初か ら評判が 良い
とは い えず､ 現在まで見て も､ お そ らく ､ プ
レの 作品中評価が も っ と も低 い 作品かも し
れない ｡ また､ ケベ ック の読者 (フ ランス語
話者) よりも英訳A uteraryA ∬air を読んだ
英語話者の 方が 好意的だ っ た よ うで ある o
そ れ にもか かわ らず , こ の 小説は 教養小 説
として ､ または ､ 植民地文学 と して , 一 定 の
理解 を得て い る ｡ 悪評 の原 因には ､ 現実に
あ っ たスキ ャ ンダラス な共 同生活 と破局 に
たい して無関心 を装おう とい う文壇 の 努力
もあ っ たか も しれ ない が ､ それよ り も ー 人
一 人 の登場人物 の 不可解さ ･ 首尾 一 貫 しな
い と こ ろや文章の 読み にくさが あ っ た よう
で ある o ゆえ に ､ 現在まで ､ こ の 小 説を評価
する ため には ､ 読者は ､ 一 貫 して主 人公 マ
チ ュ ウの 成長 を追うか , 各登場人物 を類型
にあて はめ, そ の 人間関係をまた類型化 し
なければならない よ うで ある ｡
メグス の 『メデ ュ ー サ の首』 は ､ 『パ リの
一 関係』出版の 八年後, 一 九八 三年にタロ ン
ブッ クス Talo nbo oks か ら出版され たが ､ 表
祇には自伝 と銘打たれて い な い 本で ある ｡
フ ラ ンス語訳は , V lb出版VL B畠ditetlrから
一 九八七年に出版され , 書名は 『メデュ ー
サの 首Latetede M 6dus e』 とな っ て い る ｡ プ
ライヴ ァ シ ー に関する 著作 で あ るせ い か ､
評 は あまり見 られ ない が ､ 悪評 も見られ な
い ｡
ちな み に第三 の 人物 (メ グス は ア ンド レ
An drieと名づけて い る の で以下 これ に従う)
の 書い た 小説は ､ メグス によ る と､ 一 九七 五
年か ら 一 九八 三 年の 間 に出版 され ､ マ ルタ
ン Martin(メグス を モデル に して い る)とア
ン An n e(ア ン ドレをモデル に して い る), ブ
ラ ンシ ュ 別 a n c血e( プレをモ デル に して い る)
の 三 角関係を描 い た小 説の ようで ある ｡ プ
レにもメ グス に も全 く評価 され て なか っ た
とメグス は書 い て い る (147 ペー ジ) が ､ そ
の 理由を メグス は ､ こ の 小 説が 現実の 出来
事に取材しな が ら , こ の 小 説が 作者の 自己
正 当化 の 試みで ､ 現実 とは相入 れ ない解釈
を読者に信 じ込ませ るか ら と ､ ( 直接的には
芸術作品と して こ の 小 説を扱 い な が ら も ,)
間接的に繰り返 し述 べ て い る ｡ (『メデ ュ ー
サの 首』90 ペ- ジ､ 10 7･ ペ ー ジ参照) しか し ､
作家名 も作品名も特 定で きな い の で , こ の
作品に本論では 言及 しない ｡
メ グスは ､ プ レの 『パ リ の 一 関係』 やア ン
ドレの小 説の 出版後 に 『メデ ュ ー サ の首』を
執筆して お り ､ 先行する こ れ ら二 作品にた
いす る評 と しても 『メデュ - サ の 首』は読ま
れ うる｡ 私は これ を利用 し､ メグス の作品を
プレの作品と対照 ･ 対比 しつ つ ､ 二 作品の 特
徴を強調 した い . つ まり ､ メグス のiまうは ,
回顧調 に実人生 を ､ 反省 を交え て再現 しよ
う とした自伝的試み であり ､ プレの ほうは ､
様々 な経験 , た とえば ､ 実生活で の 経験 , 読
書の 経験 ､ 複数の 恋愛経験な どの 混 じ っ た
経験 をもとに ､ プ レ自身の 主観 もま じえ､ 特
定の 実体験 の 単純 ･ 正確な再現 を越えよう
と し て い る 作 品 で あ る と い え る ｡
『メデ ュ ー サの 首』 は､ 『/てりの 一 関係』 に
たい し二 通りの 取り組 み方 をして い る ｡ 一
つ は､ メグス 自身の 観点から ､ プ レが取材し
た の と 同じ事件の 推移を書きなおす方向 ､
もう 一 つ は プレ の作 品に直接言及す る方向
で ある｡
最御の もの につ い て は, メグス の 作品を
正 しい と考 える とき ､ プレ の虚構 が い かに
現実とか け離れて い るかがわかる ｡ しか し ､
共有した 一 恋愛体験を元にした 二 つ の文学作品(古川)
当事者で ある メグス の描写 ･ 主張が全て正
しい とは限らず､ メグス 自身 も事件当時の
自己 と執筆時 の 自己 に大 きな違 い がある こ
とを しば しば認めて い る ｡
もう 一 つ の 方につ い ては ､ メグス の 主観
が 主であ っ て ､ 現実で の 真偽 を問わ な い 点
で ､ メグス の作品 とプ レの 作品を比較する
とき に役立 つ o また ､ フ ラ ンス 語訳で は ､ メ
グス の こ の 種の 言及が しば しば訳 され て い
なか っ た り , プレの 一 冊の 本を指 してい る
と思われ る場合 に も､ プ レの 複数の 作品を
指 して い るか の よ う に訳されて いた り して
お り, こ の変更は興味深い ｡ 日本語に訳 した
引用文の あ とに英言吾で の 原文 ､ つ い で フ ラ
ンス 語訳 を載せ て示す ｡ また, 原文とフ ラン
ス 語 に は い く つ か の 違 い が は か に もある
(例を挙げる と､ 大文字やイタリ ッ ク体の 使
用) が ､ 日本語訳は原文に基 づい て行 っ た｡
さて ､ メグス の 作品にあらわれ た こ の2 つ
の方向性を尊重 して ､ まず, メグス の 本とプ
レの 小説か らわか る ､ 人間関係を示 しつ つ ､
各作品の 内容紹介 としたい ｡ つ ぎに , メグス
の 取り組み方の うち , 後者に焦点をあて ､ メ
グス の 観点を明確 にする こ とで ､ 二 作品の
特徴を浮き立たせ る こ とにする . それ か ら､
メグス の 作品とプ レの 小説に共通 して あら
われ る エ ビ ソ - ドを 比較 して ､ そ の エ ピ
ソ ー ドの 使わ れ方 を検討したい .
『メデュ ー サの 首』 は回想形式で ､ アン ド
レとの 出会 い か ら別れ ､ 今日 まで残るそ の
影響に つ い て ､ 事件の 経過とそ の ときどき
に連想 され るテ ー マ にそ っ て緩く繋が っ た
一 人称 の作品で ある ｡ メグス に よる と､ パ リ
で プレ (マ リ - ク レ ー ル と終始呼ばれ て い
る) とア ンドレとメグスは ､ 一 九六 六年に出
会い､ まず､ プ レの 熱心さ によ っ て , プレ と
ア ン ドレが親密に なり , 次にメグス とア ン
ドレが親密にな っ た｡ 大西洋を越えた交流
の後 ､ 親密な付き合い となり､ ( 主に) ブル
タ ー ニ ュ で共同生活に入 っ たが ､ ア ン ドレ
は自己正 当化 に拘泥 し , 嫉妬深 いうえ構疑
心が強く ､ 金銭と高級品や趣味の 良 い物 に
食欲だ っ た｡ 気分の 浮 き沈 みが激 しい ア ン
ドレは､ 嘘をつ き ､ プ レを しば しば誹誇し､
おそ らく メア リを も責めた ｡ ア ン ドレには
ア ントワ - ヌ Antoin eとい う夫とア ランAlain
とい う息子 , そ れか ら名は 与え られ て い な
い が ､ 娘が い た｡ また､ つ ね に猫を飼 っ て い
た o ア ン トワ - ヌ はパ リ以外 の地方に館を
持ち､ ア ランは , 家庭で の従者的な料理人の
役割 をして い たが ､ こ の 息子は家庭外で は
失敗 を重ねて い た ｡ そ の ひ と つ に ､ ケベ ッ ク
滞在 が ある ｡ メグス に よ る と ､ 独立心がな
く ､ ホ ー ム シ ッ クでパ リに戻 っ た のちに ､ タ
ンカ ー に乗 っ た が こ れも失敗 し ､ 結局両親
の い るパ リの アパ ル トマ ンの厨房に戻 っ た｡
ア ントワ - ヌ は ､ 少年愛 の性向が あり ､ 昔関
係の あ っ たピ エ ー ル Pierr eの ほか に も､ モ
ロ ッ コ の 少年ア シ ュ メ ド Ashm ed と懇意に
な っ た ようで ある o アン トワ - ヌ には ､ パ リ
の 自宅以外に別邸があり ､ そ こを メグス ､ マ
リ - ク レ ー ル ､ ア ンドレは 良く訪ねたよ う
で ある o ア ンドレは ､ ブルタ ー ニ ュ で の共同
生活が破綻してパ リ に戻り , これ を契機に
メグス とプ レは ア ン ドレか ら解放され た ｡
それか ら時 を経て ､ マ リ - ク レ ー ル とメ グ
ス の共同生活 も終わ っ た ようで ある ｡
これらの 人間関係は､ 多くは ､ プ レの 『パ
リの 一 関係』 にも見られ る o こ の 小説は ､ 三
人称で過去形で語 られ ､ 内容は カリカチ ュ
アかコ メディ の よう に思われたようである｡
175ぺ - ジある小 説の 14 1 ペー ジを占める第
一 部が お もに ､ 『メデュ ー サ の 首』 が あつ
か っ た話 と対応す る｡ 残りの1 43 ペ ー ジから
最後まで の 短い 第 二部は ､ グル ジ ャ ンチ 家
(『メデ ュ ー サの 首』 の ア ンドレの 家庭に対
応する) との 付き合い が途絶えたあとの 主
人公マ チ エ ウの フ ランス で の 生活 を , 飛行
機 に 乗 り 帰 国 の 途 に つ く ま で 扱 う ｡
『パ リの 一 関係』 にお い て ､ 主人公は ､ ど
うやら､ 作者プ レを反映して い る らしく､ マ
テ ュ ウ ･ ル リエ ー ヴル M athie uLe 1iavre とい
う二十才の元詩人 (志望)の 青年で ､ ケベ ッ
ク で ごく普通の 家庭に育 っ た 一 人 っ 子で ､
カナダで発表した小説がパ リで も出版され
る事に なっ たの を機に､ 新たな小説をパリ
で 執筆す るため に, カナダの 芸術 審議会 の
奨学金 を得て ､ 一 年の 予定で パ リ に飛ぶ .
現代フ ラ ン ス 及び フ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)における文化社会的変容
メグス に対応する 人物 は ､ お そ らく 二 人
い て ､ 一 人は ､ マ チ ュ ウの 先輩ピ エ ー ル - ア
ン リ ･ ラジ ュ ネスPierr e- He mi hje u n ess eで あ
り ､ もう 一 人は ､ ピ ー タ ー Peter とい うア メ
リ カ人の 外交官で ある ｡ ラ ジ ュ ネス は , ケ
ベ ッ ク人で あり ､ ある程度地位 の確立 した ､
親の 遺産で 暮らす ､ ダ ンディ を気取 っ た 2 5
才の 青年詩人で ､ マ テ ュ ウよ り も早くパ リ
に滞在 して , そ こ で (『メデュ ー サ の首』 の
ア ン ドレに対応する) グル ジ ャ ンチ 夫人に
出会い , ケベ ッ クに戻 っ て か ら ､ パ リ に向か
う マ チ ュ ウに彼女を紹介する o ラ ジ ュ ネ ッ
ス ほ ､ こ の 小説 の終わり近くで ､ 帰国の途 に
つ く マ テ ュ ウにむか い ､ 手紙で フ ランス 滞
在 の彼 に与えた影響と紹介の 意図を告げ る.o
つ まり ､ ラジ ュ ネ ッ ス は ､ グル ジ ャ ンチ夫人
と出会 っ て , マ チ ュ ウよ り さき に マ チ ュ ウ
の とほぼ同 じ精神的 ･ 経済的困窮 を経験 し,
( 明確には されない が なん らか の) 革命的思
想 を実行 に移す決心 に い た っ た と告 白 し ､
マ チ ュ ウをグル ジャ ンチ 夫人に紹介した の
は マ チ ュ ウがダル ジ ャ ンチ夫 人と の 付き合
い か ら い か なる内的変化 を被 っ たか 知りた
か っ たからだと告げ るo ペ - 夕 - は ､ そ の 内
面は全く不明だが ､ ア メリカ人外交宮で ､ お
そ ら く マ チ エ ウの 次 にダル ジ ャ ンチ夫人 の
愛人 になるで あろう人物で ある ｡
『メデ ュ ー サの 首』 で の アン ドレは , 『パ リ
の 一 関係』で は マ ダム ･グル ジ ャ ンチM ada m e
d'Argenti(も しくはグル ジャ ンチ夫人､ 本名
は イ ヴ ォ ン ヌ ･ ダ ル ジ ャ ン チ Y v o n n e
d'Arge nti)となる ｡ 貴族階級 に属する ､ 放蕩 ･
賛沢 を好み ､ 独占欲の 強い 小説家である ｡ 彼
女の 夫の名は変わらずア ントワ - ヌで あり ､
彼もまた別邸(歴史的建造物 の城) を持っ て
い るが , オディ ー ル O dileとい う姉が い る こ
とになっ て い る の が ､ 『メデュ ー サ の 首』 の
ア ン トワ - ヌ との 違い で ある ｡ 他 の 登場人
物 につ い て は ､ ア シ ュ メ ドに ア ン トワ - ヌ
が 出会っ たの はチ ュ ニ ジ アで ､ ア ントワ -
ヌと音か ら付 き合い の ある青年は エ チ エ ン
ヌ hien n eで あり ､ グル ジ ャ ンチ 夫妻の息子
は二 人い て ､ 一 人は ポ ー ルPaulで これは『メ
デュ ー サの 首』で の ア ラン にあたるが ､ ア ラ
ン と違 っ て ､ 海 で の 生活に幸せ を感 じる ｡ も
う 一 人は ､ ク リス ティ ア ン C hristia nとい い ､
逮捕歴の ある放蕩少年で ある ｡ 娘は 一 人 い
て , アガト Aga也e とい う が ､ イギリス で寄
宿舎生活を して い る｡ ほ か に ､ 家には , ボ ニ
タBo nita とい う通 い の 家政婦が いる ｡ また ,
メス猫の ヴィ ク ト - ル Ⅵ cto rをダル ジ ャ ンチ
夫人は飼 っ て い る ｡ グル ジ ャ ンチ 夫人 の友
人が 何人か 出て く るが ､ これ ら の友人は ア
ン ドレの 友人 とおそ らく似 て は い るだろ う
が ､ 同 一 で は ない o
パ リ にて ､ マ テ ュ ウは ダル ジ ャ ン チ夫 人
に貢い だせ い で貧 困に苦 しみ ､ 彼女の 言行
不 一 致 の み ならず､ そ の 時 々 の 発言の 矛盾
に困惑 し ､ グル ジ ャ ンチ夫人の 世界 (社交
罪) に出入 り したが ､ 結局グル ジ ャ ンチ 夫人
の 不興 を買い ､ 憎まれ る よう になる ｡ ダル
ジャ ンチ夫 人と の 交際が途絶え たのち ､ マ
テ ュ ウは不遇な境遇に置か れ たが ､ パリ の
市井 の 人た ち と仲良くなり ､ 当初から自分
の 居場所の よう に感 じて い たそ の よ うな 環
境を愛する ｡ そ して ､ ル シ ア ン Lu cie nとい
う､ パ リ風 に生きよう とする ブル タ ー ニ ュ
出身 の 青年 に会 い ､ 彼 の 実 家に 泊 ま り に
行 っ たり ､ 多く の 国を旅した事の あるパ リ
の カ フ ェ 経 営 者 に 心 引 か れ た り す る ｡
これ らか ら ､ 『メデュ ー サ の 首』 に言及さ
れ る人物 と『パ リ の 一 関係』 の 登場人物 に違
い が幾つ か ある の がわ か る ｡ これ らは , 一 つ
は プ レの発 明に よ るで あろう ｡ マ テ ュ ウ と
い う名前は ､ 聖書 にある名前で あり ､ ル リ
エ - ヴル はウサギ を意味 し､ 穴 (ケベ ッ ク)
か ら フ ランス と い う真 の 生 の 世界 に出る と
い う マ テ ュ ウの パ リ へ の 希望 を裏付ける と
共 に ､ パリで 大成 功を収め たケベ ッ ク出身
の 歌手 フ ェ リ ッ ク ス ･ ル ク レ ー ル F ilix
b cler cが自伝的書物 ､ 『僕 ､ 僕の 靴M oi, m e s
s o山ier s』 で 物語 を語る とき登場人物を人で
はなくウサギ と した こ と を思 い 出すと ､ パ
リで不幸 に向か い ､ 最後 に不確実なが ら救
い を執筆に見出す マ テ ュ ウの 物語は ､ フ ェ
リ ッ クス の 歌手 と して 開花 し､ 概ね幸福 で
安定 したパ リ生 活 とそ れ に 続 く 平和な ケ
ベ ッ クでの 生活 の 物語 と対照を成す｡ また ､
共有した - 恋愛体験を元にした 二 つ の文学作品(古川)
詩人 (志望)で あるの に小説 を書く こ とに
な っ た マ チ ュ ウは ､ や は り同 じよう に して
小説家 とな っ たプ レと重な る と こ ろが ある ｡
マ チ ュ ウの 得た奨学金は ､ プ レが 一 九六 一
年か ら 一 年間 ､ 初めて パ リ に行 っ た とき に
受け取 っ た奨学金 と同じで あり ､ また ､ マ
テ ュ ウは自伝 (的小 説) をパ リで執筆 し､ 酷
評され るが , こ の 作品は ､ プ レの 場合 には ,
『エ マ ニ ュ エ ル の 人生の - 季節』 に続 き ､ パ
リ とケ ベ ッ クで 同時出版 され るくら い 自信
が あ っ た に もか か わ らずあ ま り 好評で な
か っ た自伝形式の 小説『ポリ - ヌ ･ アル カ ン
ジ ュ の 草稿』 を思 い起 こさせ る ｡ つ まり ､ プ
レが ､ パ リ に初めて行 っ た とき の 自分 と, の
ち に 『エ マ ニ ュ エ ル の 人 生の - 季節』 で メ･
ディ シ ス 賞を受賞 しに/i リ を再訪 した 自分
を重ね て ､ マ テ ュ ウ を創造 して い る こ とが
推測され るの である ｡ しか しなが ら ､ マ チ ュ
ウ とプ レが 完全 に 一 致 しない 事 も忘れて は
ならない ｡ マ テ ュ ウは男性で あり､ プレは女
性であ る｡ マ チ ュ ウの育 っ た環境は ､ おそら
くプレの より恵まれて い た ｡ 一 方 ､ プ レはマ
チ ュ ウよ りも早く に文名を あげ ､ マ チ ュ ウ
よ り もおそ らく複雑な思考を して い た ｡
ラ ジ ュ ネ ッ ス に つ いて は ､ そ の 名は彼が
常 に若さ と関連 して い る こ と ､ 身体的 に老
い に向か い つ つ も , 精神的な若さ を求め る
こ とを暗示 し､ はたして ､ どれだけメ グス に
似て い るの か ､ メグス 自身の コ メ ン トも無
く不明で あるo ベ ー タ ー に つ いて も ､ メグス
のイ メ - ジか ら創造された とは思わ れない o
む し ろ ､ ラ ジ ュ ネス の 年 長者 と して のイ
メ ー ジや ピ ー タ - の 金持 ち ア メ リカ 人 と
い っ たイ メ - ジが ､ メグス にも部分的には
当 て は ま る と い う の が 穏 当 で あ ろ う ｡
グル ジ ャ ンチd
'
Argentiとい う名字は ､ 金
銭を意味するアル ジ ャ ンArgentに関連して ､
ダル ジャ ンチ夫人 ･ グル ジ ャ ンチ家が常に
金銭に食欲で あり ､ 困窮 して い る状況を既
に暗示 して い る ｡ ダル ジ ャ ン チ 夫人 の イ
ヴォ ンヌ という名は ､ グラン ･ モ ー ヌ にで て
くるイヴォ ンヌ ･ ド ･ ラ ･ ガ レをマ テ ュ ウに
想像 させ る o 彼女 の夫の アン トワ - ヌは ､ マ
テ ュ ウの 視点 ･ 存在がない ときに も､ 『パ リ
の 一 関係』 で活躍 し､ そ の性向か ら出版当初
の 書評は ア ン ドレ ･ ジイ ドを想起 した よう
で ある o また , 一 九六 六年にフ エ ミナ 寅を受
賞したイ レ ー ヌ ･ モ ネジ著『窓の静物 Natu re
m orte dev antlafe netre』 を参照する と､ ほか に
もい く つ か他 の 名前の 説明が つ く ｡ たとえ
ば ､ ダル ジ ャ ンチ とい う名前は ､ 金銭に関連
する と同時に , 『窓の 静物』 の 主人公 , イギ
リス 出身の メ アリ M aryが ､ 英語 の家庭教師
をする ジ ャ レッ トJarette 家の ス ペ ル を組替
えた もの に似て い る ｡ また , グル ジャ ンチ は
Ⅰで終わ るが ､ それ も この 小説の 作者の名字
がⅠで終わ る事 を考える と何 らか の 符合があ
るか も しれな い ｡ アガ トとい う名前は ､ メア
リが 英語 を教え る娘 アガ トと同 じで あり ,
家の 内情 を客観的に見 ､ 困惑する家政婦ボ
ニ タは ､ 『窓の 静物』 に出てく るパル ネ ッタ
Bar n etta に立場の う えで 非常 に似通 っ て い
る ｡ ア ントワ - ヌは､ 『メデュ ー サの 首』 の
ア ントワ∴ ヌ で もあるが ､ ジ ャ レッ ト氏に
も似て い る ｡
さて ､ メグス とプ レの作品の 検討に入 り
たい が , プレ とは違 っ て メグス は , 自己 の 文
学観を明 らか に して い る ｡ プ レや ア ンドレ
と対比する とき ､ そ れは ､ 実体験やモデル と
目され る人物 を文字で表現す る こ とに重き
を置き ､ 自分を執筆の対象 とす るよ うな も
の で ある o 彼女は現実に モ デル があ っ て作
品が で きる こ とを疑わな い ｡ 作品内容の現
実から の 帝離は (そ れが 良い 意味で あ っ て
も悪い 意味で あっ て も) 各作者の 事実の 解
釈 と表現 の 違い と考 えられ ､ 想像力の 発露
とは思われない ようである ｡
私は単に思い 巡らす よう運命付けられて
おり ､ 自分が経験 した現実を ､ 経験 したか あ
i,湘虐カ)っ 度架空の 方向 へ 向か わせ る事が
で きな い し , 虚構を用 い て も っ と自由 に
も っ と率直にも っ と自己保全を図らなくて
よ い ようにする こ ともで きない ｡ とい うの
は ､ 自伝では , 見かけは無謀な 一 人称が ､ 愛
した が結局別れて しまっ た人 ､ もしか した
ら愛した が 結局憎ん で しま っ た人とい う ､
執鋤な他者に立ち向か うと き の 楯と して ､
現代フラ ンス 及び フ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)にお ける文化社会的変容
働くか らである ｡ (7 ペ - ジ) (イタリ ッ ク は
原文 によ る)
Ia mdo o m ed m erelyto spe?tl ate, u n ableto push
myr e alit esinto thepathsthat they mightha v e
taken
,
o r us efictionto befre er,fra nker,le sspro-
te ctiv e ofthe self･ Forin autobiographythe se e m-
i ngly a udacio u sfirstperso n c an a ct a s a shield
behirld which o n e sta nds again st the obs essiv e
Other,s o m e o n elo vedaJld lo st, o rlo v eda nd hated.
( イタリ ッ クは原文によ る)
Je suis co nda m n6easpic uler, 1 n C aPablequ eJe
s uisd
'im aglnerdes v oiespo ssible瓦 m a re alit6o u
d'utilis erlafictio n afin d'a c ciderau n eexpres-
sio n plu slibr e, plu s d igage e et m oin s
.メ
ap prehe n siv e. Damsl
'
a utobiogr aphie, e n effet,1e
.～
]e appare m m e ntsa ns ge ne, peut c acher tin e op-
po sitio nau n e a utre obsida nte, u n epers o nn equ l
ape ut-etre6t6ai皿Iie etperdu e o u aimie etha
'
l
'
e :
(9 ペ ー ジ) (イタリッ クは原文 による)
なぜ私は予め 制限の ある 自伝 を書く こ と
しか で きない の か説明 しよう と思う ､ と い
うの もおそ らく過去 を再現す る には 五十 も
の やり方があ るか も しれ ない が , 私の や り
方で は ､ 私の 観点に したが っ て ､ 私が彪 の過
去 を選ぶ必要がでて く るの だ ｡ 私の 観点は ､
盲人たちが 一 頭 の 象の 身体 を あち こち触 っ
て ､ お の おの が自分の 触 っ て い る動物 と他
人の 触 っ て い る動物は違 っ て い る と言明す
る ときの 観点 の よう で あるが ､ 私は 自分自
身が ､ ア ンドレや マ リ - ク レ ー ル で あるよ
りも象 一 頭丸 まるで ある ほうが 良く想像で
きる ｡ 私たちの 共同生活 を元 に したア ン ド
レの 本から､ ア ンドレが ､ 私が ア ンドレを想
像で きない の と同じで私の こ とを想像で き
ない とわかる . マ リ - ク レ ー ル の 過去の 練
り上げは ､ 彼女の 小説家 と して の 記憶から,
変身 の真実は私の とは ときどき ､ 一 頭 の 象
に つ い て の見解の 相違 の よう に ､ な にか異
な っ た ものだ とわか るb (12 8 ペー ジ) (イタ
リ ッ クは原文 によ る)
Itryto e xplainl c a n o nly w rite a utobiogr ap血y
with itsbuilt-in re strictio n s
,
fo rperhapsther e are
fifty w aysto re createthe past, but my w ay re-
qulr eS m e, a c c o rdingto mylights,to cho os e my
past. Mylights m aybelike 血 o s e ofthe blind
m en whotou ched differe ntparts ofthe elephant,
e a ch de claringit to belo ngto a differe ntbe ast,
yetIthink Ica nim agin e myS elfa whole elephant
betterthanIc anim agin e mySelf An dr6e orM arie -
Clair e･ JudgingbyAndrie
'
sbo ok bas ed o n o u r
l 血togetber,Ise ethatsheis n o m or e c apableto
im agln lng m ethania mim agln lngber;judging
byM arie -Clair e
'
s elabo ratio n ofthepast,tra n s-
for m ed byher n o v elist
'
s m e mory,Is eethathe r
truth is s o m ethingdiffere ntfr o m min e at tim e s,
a sthediffering vie w ofthe elephant. (イタリ ッ
クは原文によ る)
J
'
e ss aie alo rsdele ur e xpliqu e rpo urqu oIJe n e
peu xicrir equ ede s ricits a utobiographiqu es
m algr6 1e slimite sdu ge n r e; c a r s
'ily a
d'in n o mbr able sfaGO n Sdefair e r eviv relepas s6,
Je S uisla s eule apo u v oirle fair e re vi r ea m a
faGO n,d
'
apresm onpointdevu e, apo u v oir choisir
ヽ ヽ
m o mpassi･ M aper ceptio n ress e mble pe ut-etrea
celledel
'
a v e ugle qui,totlCh antえdiffire ntespar-
tiesd
'
un il阜pllant, affir m equ
'
elles ap partien n ent
to utes畠. u n a nim al differ e nt
. Je crois to utefois
qu
'ilm 'e stplu sfa cile d
'im agln e r u nilipha nt
co mpletqu
'
u n An drie o uM arie- Clair e. Sije m e
r6fer e a u ro m a nd
'
An drieporta nts ur n otr eliai-
s o natrois
,Je C O n Statequ
'
elle n'e stFasplu s c a
-
pable de m
'im agln erqu eJe n ePe u Xl
'im aglll er,
elle. Et e n c o mpara nta v e cla v ersio n ro m a n cie
de M arie - Clair e,Je m
'
apersoISqtle Sa Virit6 est
parfois a u ssi diffir ente dela mie n n equ e n ele
s o ntlesper c eptio n sfr agm entaire s apr oposde
ヽ
1
'
i16phant. (18 8 ペー ジ) (イ タリッ クは原文
によ る)
一 方､ プ レは文学観 を明らか にはせず, マ
チ ュ ウの 口か ら マ チ ュ ウの 理想的自己を語
らせ て い るが ､ それ は ､ 自分は作家, 観察者
で ある とい う もの (1 2 ペー ジ) である . それ
共有した - 恋愛体験を元にした 二 つ の 文学作品(古川)
は ､ メグス の 観点と類似 して い るが , プ レの
主人 公は ､ そ の 理想像に半ば達 し半ば失敗
する ｡ とい う の は , マ テ ュ ウは ､ パ リ に来て
自 ら を恋愛 小説の 主人公 に も して しま い ､
結局 ､ 常に観察者 ･ 作家で あると いう よ り,
あ る と きは主人公 , また ある とき には観察
者にな るか らで ある ｡ そ して ､ 作家と しての
マ チ ュ ウに つ い て は具体 的に どの ような作
品を書い た のか ､ 批評 ･ 批判は あっ て も引用
は無い ｡
さて ､ 『メデュ ー サ の首』 が最初にプレの
なん らか の 作品の こ の 事件ヘ の 関連 を示 す
の は全1 62 ペー ジある作品で , 事件の い きさ
つ を三 分の 一 以上語 っ た後の 67 ペー ジ目で
ある ｡
こ の ように して ､ ア ン トワ - ヌ のパ リ の
書斎で , ピ エ ー ル (ア ンドレの 嫉妬心の 牙む
く憤怒 を生き延びた ､ 数少ない ア ントワ -
ヌ の 昔か らの ボ - イ ･ フ レン ドの 一 人)とア
ン トワ - ヌ が ､ わか る者 に しかわか らない
会話に没頭 して い る とき , マ リ - ク レ ー ル
は 薄暗い 隅に座 っ て話を傾聴 して い た に違
い ない ｡ 彼女が人 生の 消化で き ない こ とご
とを丸 ごと消化 して ､ そ の せ い で気分が悪
くな っ た り､ 自分の 本質が変わらずにすん
だなんて ､ な んて素晴ら しい こ とだろう ､ こ
の 奇跡は , こ の よう な こ とご とを作品で使
う こ とで の み 説明 さ れ る よ う な も の だ ｡
Thusit m usthav ebe e nin Antoin e
'
sParis study
whe nPierre(o n e of his old boyfrie ndsto hav e
su rviv edthe sharp-to othed furyof An dr6e
'
sje al-
o u sy)a nd Antoin e w er ed epin 也eir spe cializ ed
con v ersatio n, a nd Marie -Claire s atlisteningln a
shado wy c or n er･ Itis w o nderfulho w she c a n
digestalloflife
'
sindigestible m ateriala nd n otbe
sicke n ed byitor cha nged inher ess en ce, a mir acle
o nly to be e xplain ed byits u s ein her w ork･
Il dut en8tre ain si lejo ur o血 e11e 6c o uta,tapie
dam s u n coin du cabin et detr availparisien, 1a
c o n v ers atio ntrとs partic uliar ed
'Antoin e av e c
Pierr e,l
'
u nde s e§trとs f ar espetits a mis qul
n
'
a v aientpasit純 c artisparlajalo u sied
' An drie.
CarM arie- Clairepossとdeigale m e ntcettefac ulti
m erv eilletlS ede po tlV Oir obs e rv erleg chos esles
plu shorriblesdela vie sa ns e ntr e affe ctie o u
digo怠tie, u nmir acle qul n ePe utPaS S ePr Oduire
qlleparC equ
'
ellein c orpor e cesi16m e nts as e§
o eu vr eslittir air es. (10 0 ペー ジ)
この のち , 数度､ 『パ リの 一 関係』(英語訳
の タイ トルA LiteraryA ffairを用 い て い るが)
に言及 して い る箇所もでて く るが ､ そ こ で
メグス は ､ 上 記の 引用 と これか ら引用する
箇所か らわ か るよう に ､ プレ とア ン ドレが
現実の 事件に取材 して小説 を書い た , 換言
す れば , 実 生活 で の 経験が 小 説 の 基礎 に
な っ て い る こ と を疑わない ｡ 経験が 小説家
の 想像力を刺激する とい う解釈に は同意 し
ない であろう ｡
彼 ら(マ リ - ク レ ー ル とア ンドレの こ と､ 引
用者註) の 互 い につ い ての 本を読んで い る
とお互 い が鏡で武装 して い る の が わか る ｡
ア ンドレの 鏡は ､ ひび割れ , 凹凸が あっ て ､
相容れ ない 像を ､ つ まり､ 誇張された り､ 矯
小 された像を結び , 悪夢の 鏡で あるが ､ マリ
- ク レ ー ル の は ､ は っ き り して い て鮮や か
だが , 鮮やかすぎて , 実際の と こ ろ ､ マ リ -
ク レ ー ル の 手練に ほ とんど気づか せず､ こ
の 手練で ､ マ リ - ク レ ー ルは見 て も らい た
い もの を見 させ るの だ｡ (1 29 ペー ジ)
Re adingtheirbo oks abo uteach other)Ise e e a ch
ar m ed with a mirror. Andrie
'
s mirroris criss-
c r o s sed withtiny cra cks andripplesthat thr o w
o utc o nflictingI m ages, e x aggerating, diminish
-
1ngl a nightm are mirr or, w 姐 e M arie
-Claire'sis
cle ar and bright, s obright,in fa ct,that o n eis
scarc elya w are of her sleighof ha nd, which m akes
o n e se e whatshe w a nts o n eto se e.
Qu a ndjelisle urde u x r om an sportantsu rle urs
pers o n n e s re spectiv e s)Je V Ois cha c u n ed
'
elles
ar mied
'
u n miroir. Lemiroird' An drie est trav erse
de min u s c ule sfis s u r e s et r e nfle me nts qu 1
甥代フ ラ ン ス及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)における文化社会的変容
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r e n v oie ntde sim agesdis c o rda ntes,e x ager e es,
r apetissies
- u n miroirde c a u che m a ト alors que
celni de M arie - Clair e estlimpide etlu min e u x,
telle m e ntlu min e u x e nfail可u e so nJ印 de m ain
pass epre squ ein aperGu; O n V Oisdo n e c equ
'
elle
v eutbie n n o u sfaire v oir. (18 9- 19 0 ペ- ジ)
マ リ - ク レ ー ル もア ン ドレ も ､ 共 同生活
か ら虚構 をなす とい う小 説家の 特権 に頼っ
て い る ｡ 物語 を再度語 り ､ 物事 をありえそ う
なもの にし ､ 証拠 となる事実を挙げず､ つ い
に は 精神 的 な死 刑 を科 す と い う特権 に ｡
(1 29ペ ー ジ)
Both Marie- Claire a nd An drie, m akingfictio n o ut
ofo urlifetogether,r elied o nthe n o v elist
'
sprlV l-
1ege:to retellthe story,to m akethingsfit,to with-
holde viden c e, a nd fin ally,toin月･ictpsychic c api-
talpu nishm e nt.
Ta nt Marie - Clairequ
'Andrie po s sとde nt c e
privilとge de r o m a n ci主r ede crier u n u niv er s
im agln aireapartirdela vie･ AussIPe u V e nt- elles
r efair e l'b istoir e
,
r e ndr e l告s c血o s e s
v rais e mblable s
,
tairede sfaits etfin ale m e nt
,
fair e
to mberle c orper et m o ral. (1 90 ペー ジ)
しか し ､ 結果は ほぼ正 反対で ある , とい う
の も､ 虚構を成す本能は ､ 創造も弁護もし ､
マ リ - ク レ ー ル の 自伝 的な書物の なかで 本
当の虚構を生み出すよう機能 し … (12 9-130
ペ ー ジ)
Yet the r estllts of ar e alm o st op po site, fo rthe
fictio n alizingin stin ct, which isboth cr eativ e a nd
prote ctiv e, w o rksin M arie
- Clair e's a utobio-
gr aphic al bo okto pr odu c e r eal fict o n,
Po urtant,1es r6s ultats so ntpresqtle C O ntradictoir es
:da n sle s ricits de M arie - Claire, l
'
im aglnair e
cr6ateur etsalv ateu rproduit u ne veritablefictio n
ro m a n esqtle(191 ペ
ー ジ)
ア ン ドレに つ い て の マ リ - ク レ ー ル の 本
(『 一 文学事件 A Literary A ffair』)をよむ とき ､
正確な 記憶 を虚構 に変 えて しま う彼女 の才
能に驚嘆 して しまう o とい う の も､ 彼女の 本
に出て く る マ ダム ･ グル ジ ャ ンチ は ､ コ メ
ディ 化する ため に戯画化 され て は い る も の
の ､ 実際の ア ン ドレの 一 番目や耳 に入りや
すい 側面 を備え た人物で ある か らで ある ｡
それで も ､ こ の 人物は私たちが知 っ て い る ､
私たちが 笑えない ､ 恐ろ しい 女性では ない ｡
(130 ぺ - ジ)
WhenIre ad Marie- Claire
'
sbo ok abo ut An drie(A
literaryAHair),Ia mdaz zled byherskillat tu rn-
I ng e x a ct m e m o riesinto fictio n, forM ada m e
d
'
Arge ntiinthebo ok isthe An drie ofr eallifein
her mo stvisible a nd audible aspe cts, ca ric atu red
fo rthe s ake ofco m edy,yetsheis n ot thefright-
e n l ng W O m a n W ekn e w, at who m w edidn ot
laugh. (イタリッ クは原文 によ る)
Qu andjelislelivrede Marie- Claire(Un eliai-
s o npa risien n e),je s uisito n niede s o n aptitudea
tra n sfo r m erdes s o u venirs e nfictio n; ain si, M a-
da m ed'Arge nti da m s so n r o m a n e stu n e c aric a
-
tu r e vi a nte et to uta fait v r ais e mblable d'u n
pers o n n agequl aP Paraitrisible alo rsqu elafe m m e
epou v a ntable qt)e n o u s avons connu e n
'
a vaitrien
′
po u rinspir erle rire. (1 92 ペ
ー ジ) (イタリ ッ
クは原文 によ る)
こ の よう に現 実に重き を置 きつ つ , メ グ
スは ､ プ レの 小 説に 出て く る エ ピ ソ ー ドを
語 りなお して い る ｡ 以下の 引用か らわか る
ように ､ メグス は ､ 行動 に目を向け､ 行動 に
あらわれた他者 の心理を解説す る｡ または ､
各人物 に説得力 の ある定義を与えて しまう｡
よ っ て ､ 文章は読者を納得 させ ､ 彼女の本で
描かれる人物はプ レの小 説 に出て くる登場
人物より平凡 になる ｡
反対 に ､ プレの 小説は ､ 多く の疑問文が出
て きて ､ 読者に登場人物 の 内面の 一 貫性 を
見 出すよ う導く の だが､ け っ き ょく決定的
な解答は でて こ な い ｡ 暖味さ に至 る こ の 方
向性の 効果 はあまりに大き く ､ 登場人物は ､
共有した - 恋愛体験を元にした 二 つ の文学作品(古川)
分析の なか で ､ ステ レオタイ プ化され る と
同時 に非常に個性的な人間 と して描か れ ざ
る をえな い ｡
私は 一 年後 ､ ア ン ドレが バ イ ア フ ラ の飢
餓 に苦 しむ住 民にあま りにひ どく同情 して
しま い ､ す ぐに助けに飛んで行 きた い と言
い 出した の を覚え て い る ｡ 他 の 同じよう な
衝動が 止んだよう に ､ 彼女 の寛大な衝動 も
止み ､ 私がテ レビ番組や新聞記事 に触発さ
れ て , 財産 を全て 売 っ て 困窮 して い る人た
ちにそ の 収益を与え よう と決心 したが何 も
しなか っ た の とち ょ うど同じよ うに ､ 彼女
は結局何 もしなか っ た o ガン ジ ー は ､ 個人は
『無我の境地に至 っ た』 ときにの み 『打ち勝
て なくな る』 と言 っ てい る｡ 芸術家は とりわ
けこれが苦手である ｡ 芸術家 の作品は ､ くも
の 巣の ように ､ 自分か ら発 して い るか らで
あるが ､ とき には大規模な 困窮 に気づ い て
す っ か り傷め つ けられて ､ 唯 一 の 解決策は
日常の 些事や啓示に完全 に埋没する こ とと
い う こ とになる . (18 - 19 ペー ジ)
Ire m e mberthat aye arlater, A ndr6e
'
s s e n s e of
identific atio n withthe sta rv ing Pe ople of Biafr a
w a s s opainfu lthatshe w a ntedto flyim m edi-
atelytotheir aid. Herge n ero u simpulsedied, a s
theys o oftendo, a ndshedidn othing,ju stasl do
n othing, when,fired byatele visio npr ogr am or a
n e w spaper article,Ir esolveto s ell al1my w orldly
go ods andgiv ethepr o ce edstothe n e edy･ Ga ndhi
s aysthat a nindividu al o nlybe c o mes
”irresist-
ible
n
whe n
''
he redu c eshim selfto z ero}
' Artists
are spe cta cularlybad at this, sin cetheir w o rk,
likethatofspiders,is spn n血o mthe m selv es, but
they are s o m etim es crippled bythe co nscio u s-
n e s s of m a ss Ⅱlis ery, a ndtheir o nly s olutio nis
total im m ersioninthetrivia or epiphanies oftheir
dailyliv es.
Je m e s o uvie n squ
'
a n a nplu stard, A ndrie
s
'identifiatelle m entau x affa m6sdu Biafraqu
'
elle
m a nifestal
'
inte ntio nde s
'
en volerim m6diate m e nt
afin de le urporter s e c o urs･ Co m m e c ela s e
produit souventtoutefois, s oIl bel ila nde
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ge n e r o sitis
'iteignit etelle s
'
abstintd'aglrto ut
′ ′
c o m m ej lefaisqu a nd, e x a sper eeparlespropos
te n u sdan s u n eemissio nt61iv sie o u u n article
dejo u rn al. Jed icid6 de m edipartirdetolls m e S
bie n sterre str es etd
'
e n r e m ettr el
'
a rge nt au x
nicessiteux. Gandhiaffir m equ
'
u nindividu n e
de vie nt <<irresistible 》 qu
'
a u m o m e nt oも 《 il
a c cとdeltli- m怠m e a u nia nt)). Le s a rtistes s o nt
partic uliとrern e ntd阜po u rv uesde cette aptitdde a
se niantis erpulSqu ele urtr avail,to utco m m e cellli
del'a r a lgn e e,PrO Vie ntd
'
elle- m色m e s. Or, c o m m e
′
elles s ontparfois entrav6esparleu rprisede c o n-
s cien cedela mis己r ehu m ain e
,
1eu r s e ulr e co urs
po ssible estde seplo ngeraco rpsperdu dam sles
o c cupatio n s o ulesbesogn esdela viequ otidien n e.
(2 7 - 2 8 ペー ジ)
これに対応する『パ リの 一 関係』は5 9 ぺ-
ジか ら 60 ペー ジ にか けて である o
ある 日 ､ 新聞で私たちは知りま した､ ああ!
友 よ ､ 私たちは 決して新聞を読んで はい け
なか っ たので す｡ そ こ には ､ 飢餓がイ ンドで
猫源を極め ､ ああ ､ それで ､ イ ヴォ ンヌはす
ぐさ まあの 不幸な人たち を救 い に行 きたく
な っ た の です ､ … 出発 したくな っ たの です
よ ‥ . 心優 しく あり ませ んか ? もちろん ､ そ
れ は あまり賢い行動では な い と説明 してや
りま した ら ､ 理解 して くれ ま した ｡ あそ こで
の 生 活 に 耐 え ら れ る で し ょ う か ?
そ う です , 自分 と人種 さえ違うあの不幸な
人たち の 傍でです よ ?い い え､ 彼女はか 弱
すぎます ｡ 私たちみ な にの しか か るあの 世
界 の 貧者たち に気が 良すぎる の です !彼女
は本当に良い 人間で すが ､ 慎みか ら､ そ の こ
とを しば しば隠 して います ､ 信 じて く れま
すか?ああ!人間の 神秘 ‥ . 友よ , 人間の 神
秘ですな!
(中略)マ チ ュ ウは とい えば ､ グル ジ ャ ンチ
夫人に つ い て 語る心地よ い 声に包 まれ ､ ダ
ル ジ ャ ンチ氏が描き出して い る こ の ような
グル ジ ャ ンチ 夫人像はあまりにタ ッ チが甘
すぎる の ではない だろうか と自問して い た｡
現代フ ラ ン ス 及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)にお ける文化社会的変容
マ テ ュ ウは あ る晩グル ジ ャ ンチ 夫人に つ い
て 彼女の 有名な友人の コ ロ ンブ婦人の 家 に
行 っ た ｡ ( 中略)コ ロ ンブ夫人は 昼食 の エ ス
カ ロ ツ プを切 り なが ら ､ 声 を大 に して 言わ
なか っ ただろうか ｡
｢ねえ ､ イ ン ド問題は原子爆弾で しか解決 さ
れえませんわ ､ それが ､ あの哀れな看たち に
望まなくて はならな い こ とで すわ ､ 信 じて
くだ さい ませ ､･かれ らはあま り に下賎で 怠
惰なの ですか ら ､ 自業自得ですわ o+
こ の 発言は ､ マ チ ュ ウの大変驚い た事 に ､ グ
ル ジ ャ ンチ夫 人の 息を飲ませ る こ とはで き
なか っ た｡ 彼女 は反対 に安堵 の ため息 をつ
い た ｡.
｢本当に正 しい で すわ ､ あなた ､ そ れ こそ 私
も ま た 考 え て い た 事 で す の よ ! +
それ で こ の 人は , 夫が言 っ て い たよう に『恵
まれ な い 人たち を 助 け にイ ン ド に行 き た
が っ て い た』 あの 女性 と同 一 人物で あろう
か ?
Unjo ur,1esjO u rn au X n O u S aPPr en aie nt, h ir as!
m o n am 1
,
n O u S n ed vrio ns]a m aislireles)o u m au x,
qu
'
u n efa min e sivissait aux hdes, eh! bie n,
Yv o n n ¢ C ut to utde suitele disir de se c o u rir ce s
′ ノ
m alheu retlX. . . departir. . .N
'
e st-c epasge n ere u x?
Bie n sar,jeluiaiexpliqu equ e c ela n
'
itaitFas
′
trとs s age etelle a c o mpris. Po u rrait
-elle s upporter
la viela-bas? Oui
,
a tlPr主sde c esmisir ablesqu l
n e so ntpas m怠m ede s a r a ce? No n, elle e st tr op
fragile! Trop gra cieuse aussIpour Ce S m alheu rs
du m onde qu l 皿O u S a C C able nt to u s! Elle est
v raim e ntbo n n e maisle c ache trとs so u v e nt, par
pude u r) m e c r oyez
- v o u s? A h! 1e mystar ede s
etre s… m o m ami,1e mystaredesetres!
(…)
M athie u,lui,6taitenc oreberc6parla v oix m u sic ale
qui h iavaitparli de M ada m ed
'Arge ntietils e
dem a ndait si le po rtrait qu efais ait M o n sie ur
d'Arge nti de s afe m m e n
'itaitpaspeint d
'
u n
pln C e autrOP C O mPlais ant? Mathie u s e r ap pelait
qu
'
a c c o mpagn antu n s oir M ada m ed
'
Arge ntichez
so nilll Stre a mie, Mada me Colo mbe(…)M ada m e
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Colo mbe n e s'itait-elleicriie e ndic o upants o n
es c alopedu dije u n er :
- M a ch とr e
,
1e pr oblem ede slnde s n epe ut s e
ris o udr equ eparlabo mbe ato m lqu e, V Oilacequ e
n o u sdev o n s s o uhaitera c espauvr e sge n s, et
cr oye z
- m oi,ils s o ntsivils etsipares se u xqu
'ils
le mirite ntbien.
Cettedeclaratio n,a lagra nde surpris ede M athie u,
n
'
a v aitpas e ule po u v oir de c o uperle s o uffle a
M adaJn ed'Argenti, elle so uplr a au CO ntr aire a v e c
s o ularge m e nt:
”o u sav ezbien raison, m on a mie, voilabie n c e
qu eJepe n Se a uS Si!
′
Etait- c edo n e c ett mim efe m m equ l･<V O ulait
partir au xIndes s eco urirles malheu reu x,,c o m m e
dis aits o n ln ari?
こ の 比較か ら､ メグス がア ンドレ (『パ リ
の 一 関係』で の グル ジ ャ ンチ 夫人)を芸術家
の 一 人と して考 え ､ そ の 行動も芸術家の 性
質の あらわれ と して解釈 して い る の に対 し､
プ レはマ ダム ･ ダル ジ ャ ンチ の行動 を全く
不可解なもの に して い る o 彼女は､ 常に真剣
に外部か らの 意見 に流されやすい の か , ま
たは ､ 彼女の 反応 の どちらか が 本当で どち
らか が虚偽なの か , それ と も､ 実は彼女は 何
も こ の 件 につ い て考え て お らず, そ の 場を
共 にする人 に迎合 して そ の 理想の 話 し相手
を演じて い る の か ､ 決定的な答えは ､ こ の 小
説 を 最 後 ま で 読 ん で も 知 る 由 が な い ｡
さ らに ､ もう 一 つ の 引用では ､ そ れぞれ の
エ ピ ソ ー ドで ア ン ドレ (また はダル ジ ャ ン
チ夫人) の ほぼ 同じ行動が描かれて い るが ､
『メデュ - サ の首』 で は ア ン ドレの考 え方と
不安はありが ちとい える もので あるが , 『パ
リ の 一 関係』 で は 同 じ類 の不安で は あるも
の の 彼女の 思考は常軌を逸 して い る と しか
い えない ｡
『メデ ュ ー サの 首』
マ リ - ク レ ー ル はス パイで ある と信じ ､ ア
共有 した - 恋愛体験を元にした二 つ の文学作品(古川)
ン ドレは ､ 同業者の 力に恐れ をな して い る
小 説家で あ っ たが , マ リ - ク レ ー ル を ほ っ
た らか して ､ 私 と ドライ ブに出か けた ある
日 , パ ニ ッ ク に陥 っ た ｡ 買い 物の 真っ 最中
に ､ ア ン ドレは突然雷 にで も打たれ た か の
ように棒立ち とな り ､ 車にか け戻り ､ ラ ･ サ
ル (マ リ - ク レ ー ル ､ メグス ､ ア ンドレが共
同生活 して い た 家を指す 引用者註) にす
ぐさま戻 る と言い 張 り ､ 緊張 して座 っ て い
るそ の 面持 ちは 攻撃 寸前の 雄羊 の よ う で ,
家に到着 し ､ つ む じ風の よ うに自室 に飛び
こ んだ｡ 彼女はある幻覚 を体験 して い たか
らだ っ たの が ､ 奇妙な事に , 部分的にはそれ
は正 しか っ た､ とい う の も､ マ リ - ク レ ー ル
がお どろ き に顔は青ざめ頭 をタオ ルで 巻い
て ､ ア ンドレの 部屋 の 隣の 風呂か らち ょ う
どそ の とき現れ たか らだ っ た ｡ ｢私の 日誌を
読ん で いたわね!私の もの に触 っ たわね !+
こ れ は ､ ア ンドレの 思い こみ で ､ マ リ - ク
レ ー ル が この 機会に乗 じア ン ドレの 書物机
にあ っ た原稿を詳 しく調べ て い た と思 い浮
か べ たの だ っ た ｡ 彼女はわなを仕掛けて で
も置い たの だろうか ｡ 物を置い た位置 を示
すため ､ 細線でも引い てお い たの だろうか ｡
残念な事に ､ マ リ - ク レ ー ル は ､ 鼻も引 っ 掛
けな い で そ の 場を立ち去れば い い の に ､ 傷
'卜した こ どもの 様に反論し始め ､ ｢私は何 も
して い ないわ !髪 を洗っ て い たの よ+ など
と言 っ て い たが ､ 私の ほうは ｢彼女を信 じる
しか ない で しょう+ と療な事 を言 っ て ､ ア ン
ドレを刺激 して メデ ュ - サぶ り を発揮させ
て しま っ た o (82 ペ ー ジ)
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1 23 ペー ジ)
『パ リの 一 関係』
マ チ ュ ウ ･ ル リ エ ー ヴルは『彼女は僕 を作家
と して の 自分の 経験 の 一 つ と して 利用 して
い ない だろうか .』 と突然考えて い た o そ し
て ､ そ の考え は奇妙に耐 え難く思えたが ､ グ
ル ジ ャ ンチ夫人が彼か ら同 じ迫害 を受ける
の で はない か と酷く恐 れて い る の は 忘れ て
い た ｡ 彼は ､ パリ に戻っ て きてか ら ､ イヴ ォ
ンヌ ･ ダル ジ ャ ンチが もはや ､ 夕方 一 人で 屋
根裏の 彼女の 部屋に 上 が らせ て ､ 彼女の 帰
り を待た せ は しなか っ た の に まだ気が つ い
て い なか っ た の だろ う か ｡ 彼女は夫 に自分
の 疑 い を す で に 打 ち 明 け て い た ｡
｢私の 緑の 手帳は何処 ?私か らあれ を取 っ た
の は またあの 娘ね｡ +
｢どの娘ですか ｡+
｢ベル トですわ ｡ い つ だ っ て あの娘だわ｡+
｢で も , 私たち の 娘は ロ ン ドン です よ , ね
え ｡+
｢ならば ､ 彼しか い ない わ､ あの マ テ ュ ウよ ､
ああ!私は わか りま したわ ､ そ うい うわ け
で彼は あん なに も私の と こ ろ に来た が る の
ですわ … 仕事の メ モ を横取り した い の です
わ ､ そ う い う こ とで す !気配 を感 じま した
わ o ア ントワ - ヌ ､ 私 が コ ロ ンブ夫人の と こ
ろ にい た の です ､ ( … ) 結局､ 私は それ で自
宅 に戻 っ て い たの です が , あの気配 , 私の こ
となどどうで もよく ､ 私 の 敷居 を越 えて い
たの ですわ , そ うです の ､ 暗闇 と静寂に乗 じ
て ､ そ うですわ ､ 誰か がテ - ブル の 上 におい
て 置 い た私の 原稿を乱 したの で すわ｡ 恐 ら
く彼以外で は あり えな い で し ょう ､ 今 の と
こ ろ ､ ほか の 誰が私 の と こ ろ に ､ 私の 部屋
に , 屋根裏に来 るで し ょ うか ｡+
｢ヴィ ク ト ー ルが行くね . . .+
｢ヴ ィ ク ト ー ル は私の 原 稿に 手 を出 さな い
し､ ヴ ィク ト ー ル は 絶対に私が秘密で書い
た こ とを読 もうなんて しない わ ｡+
｢字が読め ない か らだろ う､ お そ らく は ､ け
れ ども､ 私の レタ ー ･ ペ ー パ ー 中, 梶だらけ
の 足跡がつ い て い る こ とが あ っ て , それ は
良くわ か っ て い るね ､ ヴ ィ ク ト ー ル は そ こ
い らの 猫で はな くて ､ あなた の 猫なの で す
よ o+ とダル ジ ャ ンチ氏 は言 っ た ｡
｢私 の ペ ッ トを悪 く言わ ない で ｡+(11 8- 11 9
ペ ー ジ)
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彼女 (グル ジ ャ ンチ 夫人の こ と ､ 引用者註)
は ある晩彼 (マ チ ュ ウの こ と ､ 引用者註) の
共有した - 恋愛体験を元にした 二 つ の文学作品(古川)
家 に現れ ､ ノ ッ ク もせずに部 屋 まで 入 っ て
きて ､ テ ー ブル に投げ出されて い た何校か
の 草稿 を読み始め ､ どう解釈 した ら良い の
か わか らな い 微笑を長 い 間浮 か べ なが ら ､
彼の 顔を じろ じろ見た ｡
｢働 き始めた の ね､ ぼく ?また小 説なの ?あ
なた の 小 説なの か しら , そ れ とも私の 小説
な の か しら ?+ (1 36 ペー ジ)
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En c o r e u n r o m a n? Le v6tr e o ule mie n?
メグスは ､ 引用か らわか るよう に ､ アン ド
レの感情の 吐露は別 と して ､ ア ンドレの 思
考や不安をそ れほ ど異常なも の と しない o
ア ン ドレとメグスが外出すれば ､ マ リ - ク
レ ー ル が自由に家の 中を探索で きる の は 瞥
然で あり ､ そ こ に ､ 同業者 へ の ライ バル意識
とアイデアを盗 まれ る の では ない か とい う
プレ へ の 構疑心が重なれば ､ ア ンドレが , マ
リ - ク レ ー ル が ア ンドレの原稿 を見た と信
じるの はある程度納得で きる ｡
一 方, 『パリの 一 関係』 の グル ジャ ンチ夫
人 は理解不可能な思考をする ｡ 彼女はまず､
パ リには い ない 娘がパ リの 自宅 にある自分
の 原稿 を盗んだと言い ､ 次 に､ マ テ ュ ウが盗
んだと言う o マ チ ュ ウが盗んだの だと始め
るな らば ､ グル ジ ャ ンチ夫人は ､ 『メデ ュ ー
サの 首』 の ア ン ドレ と同 じで あろう と い え
るが ､ その台詞の 前に ､ 絶対にありえない こ
とを言 っ て い る事か ら ､ グル ジ ャ ンチ夫人
の 思考が疑わ しく なる ｡ そ して , ダルジ ャ ン
チ氏が飼い 猫の ヴィ クト ー ル が勝手 に家の
中を歩き回 っ て い る こ とを示唆するが ､ 猫
へ の 嫌疑をグル ジ ャ ンチ夫人が否定す る こ
と とそ の 仕方で ､ グル ジ ャ ンチ夫人の 発想
にすで に何 らかの 方向付けをされて い る こ
とがわ か る ｡ 結果 ､ グル ジ ャ ンチ夫人の マ
チ ュ ウに対する感情は ､ ア ンドレの マ リ -
ク レ ー ル に対す るライバル 心や 構疑心に完
全 一 致する とは言 い難く なる ｡
また ､ 『メデ ュ ー サ の 首』 で は マ リ - ク
レ ー ル の 反応 は疑 い の 否定 に終始す るが ､
『パ リの 一 関係』 で は マ テ ュ ウ も またグル
ジ ャ ンチ夫人に同 じ嫌疑をかけて い る｡ 『メ
デ ュ ー サの 首』で も, マ リ - ク レ ー ル とア ン
ドレが共に こ の 共同生活か ら小説の 題材を
得よう と して い たの で は ない か と第三 者で
ある メグスが他 の 箇所で推量す る部分は あ
るが ､ 『パ リの 一 関係』 で は当事者で ある 二
人 の作家がお 互 い にそ の よ うな意 図が ある
の で は ない か と疑い ､ 主人公が 無意識の 自
らの 意図を疑 う こ とで ､ 現実 を作品化す る
作 家 の モ ラ ル の 問題 を 暗 示 し て い る ｡
同様 の コ ン トラス トが ､ 各作品の タイ ト
ル にもあらわ れて い る ｡ 『メデ ュ ー サの 首』
とい う タイ トルは , 以下に引用す るように､
ア ン ドレの 印象深い 特徴 をメグス が定義し
た言葉に由来 して い るが , メグス を共同生
活 で当惑させ ､ メグス がかかわ っ たもの を
こ の タイ トル で うまく言い 表 して い る ｡ ま
た ､ 本作晶で扱う共同生活全体に つ い て ､ こ
の 言 葉 を 中 心 に 語 る こ と も で き る ｡
『パ リの 一 関係』 とい うタイ トル は ､ 反対
に , 関係が あっ た という事実の みがわか り ､
そ の 関係の実態 につ い て ､ また ､ パリの
一 関
係を成 した (と以下の 引用か ら考え られる)
グル ジ ャ ンチ夫人とマ チ ュ ウの 人物像 につ
い てはわか らな い ｡ これは ､ 注目 して良い こ
とで ある ｡ というの も､ プレの 作品は ､ 多く
登場人物 の特徴や名を冠 したタイ トル をつ
けられて い る . デビ ュ ー 作は『ラ ･ ベ ル ･ ベ ッ
ト』で白痴の 美少年の あだ名で あり ､ 二 作目
は 『テ ツ ト ･ ブランシ ュ T ete bla n che』 は 主
人公 の少年の あだ名であり, 四作目の 『エ マ
ニ ュ エ ルの 人生の 一 挙節』 は物語 の 冒頭で
生まれた赤子 エ マ ニ ュ エ ル の 人生最初の 季
節の物語と考えられるo つ い で ､ 『ポリ ー ヌ ･
アル カンジ ュ の 草稿 Les m a nu s critsdePaulin e
Ar cha nge』 で はポリ ー ヌ ･ アル カ ンジ ュ が
主人公兼書き手であ る. 一 九七 二年の 『狼
Lo up』は 男性 の 同性愛者の性質を ､
一 九七 三
年.『
- ジ ュ ア ロ ネ, そ の ジ ュ ア ロ ニ』 はモ ン
現代フ ラ ン ス 及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)にお ける文化社会的変容
トリ オ - ル の市 井の 言葉 ジ ュ アル を も じ っ
た ｢ジ ュ ア ロ ンjo u alo n+ しか話せ な い孤児
を取 り巻 く世界 を描 い て い る ｡ こ れ らの 登
場人物にタイ トル で言及 した 小説にた い し､
そ うで はない 小 説は数少なく ､ 第三 作『昼 は
暗闇 Lejo ur estn oir』 な どで あるが ､ 一 般的
に登場人物を理解する の が難し い 作品と い
える ｡ 逆にい えば ､ 各登場人物 を独立させて
観察する よりも彼 らの 結 ぶ関係や彼 らの 置
か れた状況を見 る ベ きだ とい えよ う ｡ こ の
ように ､ 注意 を 『パ リ の 一 関係』 にお ける人
間関係に向ける と､ 二 人の 関係が色 々 に変
化 して行く様子が観察さ れ る｡
『メデ ュ - サの 首』
たとえば ､ メデ ュ ー サ の 首は ､ 私たちを石 に
変え るの で はな くて , 臆病なゼリ ー の 様 に
震 え る存在に変えて しまう の だが ､ そ れ は
｢動転状態+の 結果であ っ て ､ ア ン ドレが ､ 自
ら恐怖にすくんで しま っ て ､ 他人を驚か し
たときに ､ 顔 が メデ ュ ー サ の ように なるの
だっ たc 彼女は愛想良く メデ ュ ー サ の 首 と
い う偉大な観念 を受け入れたが ､ そ の 言葉
の おかげで ､ 彼女は 自分の ｢動転状態+ を分
析す る機会を得 , 自らの 無実を証明す る こ
とにな っ たが ､ そ の 分析で 自分が罪 にな る
こ とが わか れば逃げた｡ 彼女は私に責め ら
れて い る と感 じて い たが ､ 鼻筋Ir彼女は 責
められて い たの だ｡ とい うの も､ 彼女が私を
作 り変え よう と した の とち ょ う ど同 じよう
に , 私は彼女を作 り変 えよう とひ そ か に望
んで い たの だo (45 ペー ジ)
The
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『パ リ の 一 関係』
しか し , マ チ ュ ウ ･ ルリ エ ー ヴル は 一 度の 失
敗に などほ とん ど へ こ たれず､ 傷つ き も し
た が ､ 自分の ために居場所 を手に入 れも し
て い て ､ 皆が これ らの 『い まい ま しい フ ラン
ス 人』 に友 が い な い の 嘆 き つ つ /i リか ら
戻 っ て きて い る とき に ､ マ テ ュ ウには数週
間を過 ぎた ときに は , 一 生涯思い 出に残 る
そ の とき限り の友 ､ つ まり『愛想の 良い フ ラ
ンス 人』 の 一 連隊が 心の 中にで き つ つ あ っ
た の だが ､ こ の よ うな こ とを考えて い る奇
矯さで また ､ マ テ ュ ウは皆とは違 っ て い た｡
しか し､ マ テ ュ ウの グル ジ ャ ンチ夫人 との
関係は , 街や カ フ ェ か ら遠 く ､ マ テ ュ ウ の好
きな人々 か ら遠 くにあ っ て ､ ほか の 次元で
続い て い たが ､ これ は ､ 自分自身で はない別
人の 関係で あり ､ ピ エ ー ル - ア ンリ にか つ
て話 したあの ｢観察者+ の 関係であり ､ そ の
関係の相手とは ｢フ ラ ンス の精髄+ で あり､
こ の 関係は ､ 何 一 つ 知らない が ､ あらゆる こ
とを期待で き , おそ らく恐ろ しい 目に もあ
い そうな世界で の 冒険で あっ た ｡ という の
は ､ ダル ジ ャ ンチ夫人が愛人にな っ た と し
て も , 痛ましい くらい に マ チ エ ウを動揺 さ
せ るで あろうか らだっ た ｡ (32 ペー ジ)
M a主s M athieuLe liとvre s elaissaitpe u atteindrepar
共有した - 恋愛体験を元 にした 二 つ の文学作品(古川)
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マ チ エ ウはそ の 晩 ｢本 に出て くる ような物
語+ を生きたの だと夢想しなが ら ､ 帰国の 途
に つ き ､ 今や心惑わす本 を閉じて しま っ て
い た ｡ ダル ジ ャ ンチ夫人は , こ の意味にお い
て , すで に死んで い て , 彼は文学に よ っ て し
か彼女を生き延びさせ る事は で きない で あ
ろうが ､ またもや ､ ｢小説は実人生の ようで
はな い+ といわれるで あろうo (175 ペー ジ)
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また､ 実人生の 証人で ある と自負 して い
るか らで あろう ､ メグス は他の文学作品の
要素を作品に持ち こまない ｡ 『メデュ - サ の
首』 とい うタイ トルで はあるけれども ､ 上 に
引用 した部分で の み神話 にか か わり ､ こ の
物言吾が神話を下敷 きに して い る とは言えな
い ｡ 一 方 ､ プ レの 作品には他の文学作品､ と
りわけ､ 若 い 青年が異郷で経験 をつ む とい
う 筋立て の 他の 文学作品にかか わ ろう とす
る と ころが あ る とは ､ こ の 小説を論 じた者
の 感想の ようで ある｡ マ テ ュ ウが(ダルジ ャ
ンチ夫人か ら作家として の 生命を絶 っ てや
る と脅されて い たの だが (1 35 ぺ- ジ))パ
リを発 っ た 途端 に ､ パ リで の 関係を本の 中
に閉 じ込め たと思っ て い る の も ､ マ テ ュ ウ
の 性格 の 単純 さだけの せ い では なく ､ 海外
に お け る青年 の 成長 を追 っ た 文学作 品 を
知 っ て い る者 と して の 文学的素養 に基づ い
て い るの だと解釈され るか も しれ ない ｡ 『メ
デ ュ ー サの 首』で は , ア ンドレとわ かれて か
ら数年た っ て もア ンド レに対す る嫌悪 と恐
怖が マ リ - ク レ ー ル とメア リの な かで 薄れ
な い と書かれ , 『パリ の 一 関係』 の マ テ ュ ウ
と同 じ心持の 人間は 当事者 の 間には ､ 実際
には , い なか っ たで あろうと推測 され る ｡
こ の類の コ ン トラストは ､ また , 主人公の
立場 を明確にす る｡ 『メデュ ー サの首』で は ､
メア リ ･ メ グス が ､ 作者で あり書 き手で あり
主人公で あるが ､ 自らの 言葉だ けでは なく
他者 の 言葉 も引用 して 自ら をう まく定義 し
(アングロ ･ サクソ ン､ 英語話者 ､ レズビア
ン, 倹約好き ､ 滴教徒的, 画家､ 自伝作家､
な ど) し､ つ ね にそ のイ メ - ジ に忠実で あ
る ｡ そ の 他の 登場人物 もそ の 存在に説得力
が ある o マ リ - ク レ ー ル とア ン ドレには共
通点 と相違点が ある と ､ 比較を行 っ て みた
り, ア ンドレに と っ て の マ リ - ク レ - ル を3
種類 に分類したり して い る o
一 方 ､ 『パ リの 一 関係』は 小説で ある ので ,
作者はマ リ - ク レ ー ル ･ プ レであるが, 主人
公は マ チ ュ ウ ･ ル リ エ ー ヴル である o マ チ ュ
ウは定義され難い 人物で ある｡ 詩人志望で
あ っ たの に , 『パ リの 一 関係』 にお い て は 一
回 も詩 を書かず ､ 常に小説 を書 い て い る こ
とにな っ て い るが, 『パリの 一 関係』 を読ん
で も彼の 執筆した小説が具体的にどの よう
なもの だっ た のか ､ 執筆内容の 引用 もない
の でわからな い ｡ 小説内に 引用 された批評
か ら､ 自己の 半生 (ら し
.
い もの) をフ ランス
文学で の 偉大な自伝(的作品)に似せて書 い
たら しい こ とがわかるの み である ｡(63､ 143
ペ ー ジ参照) また ､ 彼は ､ 作家の ステ レオタ
現代フ ラ ン ス 及びフ ラ ン コ フ ォ ニ ー (仏語圏)における文化社会的変容
イ プに も､ 当時の フ ラ ンス 滞在経験 の ある
ケベ ッ ク人 作家 の ス テ レオタイプ に もあて
は ま らない ｡ 実在 した 多く の フ ラ ンス 滞在
歴 の あるケ ベ ッ ク人作家 とは 違 い ､ フ ラ ン
ス で もケベ ッ ク でも成功 しな い ｡ ケ ベ ッ ク
の 批評家たちが マ テ ュ ウを自分たちの 作家
とみ とめな い く ら い ､ ほ か の 典型的ケベ ッ
ク人作家と違い ､ ケ ベ ッ ク の 文学 の発展 に
は興味が なく ､ フ ラ ンス 文学 一 筋で ､ 当時盛
んで あっ たケ ベ ッ ク の 政治的活動 に もかか
わ らない ｡
メ グス は あらゆる点 にお い て 文学 と実人
生の結び つ きを越えよ うと しない ｡ 彼女は ､
二 小説が 出版 された あとに そ れ ら の 小 説が
元 にした と思われる事件を ､ 実体験 に誠実
な自伝的作 品の 形式で 書く ｡ メ グス の 作 品
は事実の 暴露の 形式を と っ て は い る もの の ､
説明的か つ 説得的で あり ､ 読者 はお そ らく
限定されて い る ｡ 既 に こ の騒 ぎを知 っ て い
るで あろう読者に向か っ て ､ メ グス 自身の
見解 を ､ 証拠 と共 に､ 示 して い るの で ､ 全く
現実の 事件を知 らずに読む者 に は理解 で き
ない 点があるで あろう ｡ 読後感は ､ マ リ - ク
レ ー ルや書き手 メアリ ､ そ の 他の 人物に も
欠点が あるが ､ お そ らくア ン ドレが 一 番悪
い とい う こ とが納得で きる とい うような も
の で あろう ｡
一 方､ プ レの作品は ､ メグス の 眼か ら見れ
ば ､ 立派なモ デル小説ら しいが , あまりに虚
構 が施 されす ぎて い て ､ グル ジ ャ ンチ 夫人
が そ の ままア ン ドレの 名で実生活 で きた と
は ､ こ の 事件が背景にある と知り ､ こ の 小説
がモデル 小説で ある と信 じない 限り ､ 思わ
れない ｡ また､ 読者が ､ そ の 実際の 事件を
知 っ て い たか らとい っ て ､ ダル ジャ ンチ 夫
人や マ チ ュ ウ､ そ の 他あらゆ る登場 人物 を
完全に理解す る事は で きな い ｡ こ の 小 説 に
お いては ､ どの 登場 人物も自分 の 非を無視
して 彼女 の 欠点だ けを非難で きは し ない ｡
どの 登場人物 にも ､ グル ジ ャ ンチ夫人の 欠
点 に見合う欠点があり､ グル ジ ャ ンチ夫人
を理解で きない の と と同じ程度 に他 の 登場
人物も理解で きない ｡ ただ､ 第 二 部に出てく
る市井の 人たちは､ お そ らく例外で ある ｡ 彼
ら には 際立 っ た 美点は な い も の の ､ とり た
てて異常な 欠点は な い ｡ そ して , 奇妙な事だ
が ､ そ の 人 たち に つ いて は ､ メグス の 作品を
読 ん で も モ デル が だれ な の か わ か らな い ｡
メグス とプ レの 作 品にあらわ れ た これ ら
の 違 い は , 二作 者の 芸術家と して の 世代の
違 い ･ 意識 の相 違か ら起因 して い る と も考
え られ る ｡ メグス は プレよ り も二 十才年上
で ､ こ の 共 同生活 をす る前にすで にある程
度 の業績を残 して い た ｡ 彼女は ､ 友人の大多
数は 言語 ･ 文化的に も思想的に も自分 と似
た人 々 で あり , 母国で暮 ら し ､ 生活に満足
し､ 共同生活す る必要 を感 じなか っ た o 一
方､ プ レは､ 若 く ､ 業績はあげ始めたばか り
で ､ 言語 ･ 文化的 に も (おそ らく) 思想的に
も自分 と全 く 同じ とは言え ない 人々 に 囲ま
れて ､ 異郷 に暮 ら して い た｡ 彼女はおそ らく
生活 に不満 を感 じて い た に違い なく ､ 現状
の 維持よ り は革新 ･ 変動 を好む として も当
然で あろう｡ そ れが ､ 現実 にあらわれ た三 角
関係の 発端で あり ､ おそ ら く ､ そ れによ っ て
生み 出された各作品の 個性 の 違い にあらわ
れて い る の で あろ う ｡
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